
⑤人工呼吸２回行う（省略可能）
もし人工呼吸の方法がよくわからない場合や
傷病者の口唇部に血液やおう吐物がある場合は、
人工呼吸は実施せず、胸骨圧迫のみ実施してください。

⑦AED到着
電源を入れる。
電極パッドを装着する。
（パッドの装着位置はパッドに
絵で示されています）

⑤回復体位にして様子をみる

⑥胸骨圧迫30回と人工呼吸２回の
　組み合わせを繰り返す
圧迫は強く、早く（約100回／分）絶え間なく行う。
圧迫と圧迫の間（圧迫を緩めるとき）は胸が元の高さに戻るまで。

⑧電気ショック１回
行う。その後すぐに胸
骨圧迫と人工呼吸を
再開し、５サイクル
（２分間）行う。

⑧すぐに胸骨圧迫と
人工呼吸を再開し、
５サイクル（２分間）
行う。

※119番通報したとき、救急車が到着するまで指令室員から応急処置の指導をする場合があります。
　その場合は、指示に従い積極的に応急処置を実施してください。
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．９
分（
浦
添
市
で
は
６
．１
分
）

か
か
り
ま
す
。も
し
、救
急
車
が

来
る
ま
で
何
も
せ
ず
に
い
る
と
、

助
か
る
命
も
助
け
ら
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Ａ
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　毎年、９月９日は救急の日となっており、「救急の日」を含む１週間（日曜日から土曜日
まで）を「救急医療週間」としています。
　あなたの近くで誰かが倒れたとき、どういう行動を取ったらいいのでしょうか？
あなたが行動することで救える命があります。救急に対する正しい知識を学んで、緊急時に備えましょう。

　救命に必要なことは、迅速に下記の救命のリレーを開始し、それを途切れることなくつなぐことです。心臓や
呼吸が突然止まって誰かが倒れた場合、救命のリレーの①・②ができるのは周りにいるあなたです。勇気を持
って行動をしましょう。

救急の日 特集救急の日 特集

目の前で人が倒れた！

その時どうする！？その時どうする！？その時どうする！？
問い合わせ  浦添市消防本部  ☎875-0119

勇気をもって救命のリレーを！

早い119番通報
落ち着いて119番通報をし、はっきりと状況を話す。
早い119番通報
落ち着いて119番通報をし、はっきりと状況を話す。
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早い救命医療
医療機関における高度な救命医療。
早い救命医療
医療機関における高度な救命医療。
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心
臓
や
呼
吸
が

止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
！

　

胸
を
強
く
圧
迫
し
た
り
、息
を

吹
き
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、止
ま
っ

て
し
ま
っ
た
心
臓
や
呼
吸
の
動
き

を
助
け
る
方
法
で
す
。

　

命
が
助
か
る
可
能
性
は
時
間

と
と
も
に
減
っ
て
い
き
ま
す
が
、

そ
ば
に
居
合
わ
せ
た
人
が
心
肺
蘇

生
法
を
行
っ
た
場
合
は
、そ
の
減

り
方
が
ず
い
ぶ
ん
と
ゆ
っ
く
り
に

な
り
ま
す
。心
肺
蘇
生
を
行
っ
た

場
合
は
、行
わ
な
か
っ
た
場
合
に

比
べ
、命
が
助
か
る
可
能
性
が
高

く
な
り
ま
す
。

心
肺
蘇
生
法
と
は

　

Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）は
、心
臓
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を

行
う
た
め
の
機
器
で
す
。

　

突
然
、心
臓
が
止
ま
る
の
は
、

心
臓
が
ブ
ル
ブ
ル
と
細
か
く
震

え
る「
心
室
細
動
」に
よ
っ
て
生
じ

る
こ
と
が
多
く
、こ
の
場
合
は
、

で
き
る
だ
け
早
く
心
臓
に
電
気
シ

ョ
ッ
ク
を
与
え
、心
臓
の
動
き
を

取
り
戻
す（
こ
れ
を
除
細
動
と
い

う
）こ
と
が
と
て
も
重
要
で
す
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に

よ
っ
て
自
動
的
に
心
室
細
動
か
ど

う
か
を
調
べ
て
、電
気
シ
ョ
ッ
ク
が

必
要
か
決
定
し
、音
声
メ
ッ
セ
ー

ジ
で
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
指
示
し
て

く
れ
ま
す
の
で
、一
般
の
人
で
も
簡

単
に
操
作
で
き
ま
す
。

　

心
室
細
動
に
な
っ
て
か
ら
電
気

シ
ョ
ッ
ク
を
行
う
ま
で
の
時
間
が

１
分
遅
れ
る
ご
と
に
、生
存
退
院

の
チ
ャ
ン
ス
が
７
〜
10
％
ず
つ
低

下
し
ま
す
。

　

最
近
で
は
、公
共
施
設
や
小
・

中
・
高
校
な
ど
の
学
校
、空
港
、デ

パ
ー
ト
な
ど
、い
ろ
い
ろ
な
場
所

に
備
え
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、万
が
一
そ
の
付
近
で
誰
か
が
倒

れ
た
場
合
は
、こ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使

用
し
て
救
命
に
役
立
て
て
く
だ

さ
い
。

※
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
１
歳
以
上
か
ら
使

用
で
き
ま
す
。

　

電
源
を
入
れ
る
に
は
電
源
ボ

タ
ン
を
押
す
機
種
と
ふ
た
を
開

け
る
と
電
源
が
入
る
機
種
が
あ

り
ま
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
と
は

応急処置の流れ（心肺蘇生法とＡＥＤの使用）
①反応を確認する

②助けを呼ぶ
119番通報とAEDの手配をする。

③気道を確保する

頭部を後にのけぞらせ、
あご先を上げる。

④呼吸を確認する
正常な呼吸（普段どおりの息）をしているか？

⑧心電図の解析
電気ショックは必要か？（AEDが自動で判断）
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